２００５年度 第２回 私立大学図書館協会
阪神地区相互利用担当者連絡会議事要録
日　時：　２００５年１２月６日(火)　　１４：００ ～ １６：１０
場　所：　神戸薬科大学　１０号館４階　会議室
出席者：　４９校　６３名
挨　拶：　神戸薬科大学図書館長　　　岩川　精吾
司　会：　神戸薬科大学図書館課長　　木口　敏子
１．協議事項

（１）「夏期開館日一覧表」の廃止について

多くの図書館において、ホームページから参照できるようになっている現状を

踏まえて、当連絡会における「夏期開館日一覧表」の調査・作成を廃止できないか。

異議がないことを確認し、「夏期開館日一覧表」は今回で終了することを承認した。

２．承合事項

（１）図書館の地域開放について

開放されているかどうか、また開放されている場合は対象者・制限事項を教えて

いただきたい。

1 地域開放しているかどうか。

2 開放している場合、対象者

　（ア）一般　（イ）高校生　（ウ）その他

3 制限事項について

（1） 利用期間（試験期間不可など）

（2） 利用時間

（3） 貸出可能かどうか、可能な場合は貸出冊数

（4） その他　

図書館の地域開放について以下を確認した。
広い意味で地域開放している    　　                   　４１館／５５館
期間限定などの制限つきも含めて高校生に開放している     １５館／４１館
貸出可能である　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　３２館／４１館
さらに各館の事例紹介、意見交換を行った。

（２）図書館予算について

本学では現在、図書館に割り充てられた予算を教員選書、学科選書、図書館選書と配分しております。このように、予算配分をされている大学は本学以外でありますでしょうか。配分されている大学は、図書館予算と教員、学科予算をどのような比率で配分されておられますか。また、配分していない大学は、教員購入希望図書はどのように購入・登録されていますか。
お教えください。

図書館予算について以下を確認した。
図書館予算の中に教員選書分の予算枠がある館
３館
図書館予算の中に教員への配分図書費がない館
３５館

さらに意見交換を行った。

（３）科学研究費補助金で購入した資料について

・資料の発注は図書館で行っていますか。

・資料の登録について

① 図書館の資料として登録をしていますか。

② 登録をするのであれば、教員に渡す前か、返却後のどちらで行っていますか。

③ 登録をする基準を設けていますか。（例：5万円以上の資料であれば登録する）

④ 研究終了後、資料は図書館で保存していますか。

図書館で発注している
１２館

図書館で登録している
３６館

登録している場合、教員に渡す前か
１７館

登録をする基準について；

備品扱いのものを登録している
１６館

金額によって登録する
５館

さらに意見交換を行った。

（４）その他

① 電子ジャーナル購読が増えておりますが相互利用の対象外か？

電子ジャーナルの提供元によっては、契約書の中に電子ジャーナルをプリントアウトして相互利用に使う事を認めている一文がある。電子で送信することを認めた例は知らない。電子ジャーナルに対して相互利用を受け付けるかは、各図書館で決めることだと思う。

2 FAXで複写物を送信されている大学はありますか？
２館

3 テキスト附属のCD-ROMは貸出し可能か？

選書の時点で、館外貸出不可の確認ができるものは購入しないようにしている。購入後、館外貸出不可の明示がない事を確認できたら、貸出をしている。

３．参考

（１）相互利用に、郵便小包（エクスパック５００）を使用すれば安価で郵送できます。

4． 連絡事項

（１）相互利用業務について

摂南大学図書館　（新図書館竣工のため）

当日配付資料参照

近畿大学中央図書館 （書庫新設のため）

当日配付資料参照

神戸松蔭女子学院大学

1月から3月まで未製本雑誌室、ＡＶ資料室の改装工事のため、一部資料によっては相互利用をお断りする場合あり。相互利用業務はできる範囲で対応。

（２）分担保存誌について

神戸学院大学

分担保存誌「Wall Street Journal (Eastern ed.)」を購入中止・削除

これに伴い、「神戸新聞（マイクロフィルム）」を分担保存誌とすることに決定

追手門学院大学

分担保存誌「Advertising Age」を購入中止

神戸親和女子大学

分担保存誌「週刊世界と日本」を購入中止

関西大学

分担保存誌「赤旗 縮刷版」が2004年をもって発行中止

大阪商業大学

分担保存誌「週刊財経詳報」が2004年をもって休刊

摂南大学

分担保存誌「中国語」が2004年をもって休刊

大阪歯科大学

分担保存誌「BMJ : British Medical Journal」を購入中止

（３）「阪神地区相互利用協定分担保存に関する実態調査」について

２００５年９月２６日　発送　

１０月３１日　回答期限

１２月中旬　　分担保存委員会へ結果報告（予定）

２００６年２月下旬　　阪神地区定期総会へ結果報告（予定）

（４）分担保存誌の調査スケジュールについて

２００６年１月１３日　分担保存誌の所蔵調査確認書の発送

２月２４日　分担保存誌の所蔵調査回答期限

３月末　　　分担保存誌一覧の作成、発送

（５）次期阪神地区協議会相互利用運営幹事校について

次期運営幹事校の関西福祉科学大学より、ご挨拶いただいた。

以　上
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